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こ
の
度
、
令
和
二
年
四
月
一
日
よ
り 

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
長
を
拝
命

し
ま
し
た
吉
川
公
彦
で
す
。

　
日
頃
は
当
院
地
域
医
療
連
携
室
を
介
し

た
病
病
、
病
診
連
携
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
院
は
県
内
唯
一
の
特
定
機
能
病
院
と

し
て
高
度
先
進
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
地
域
医
療
の
提
供
も
重
要
な
使
命
で

あ
り
、
多
く
の
紹
介
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
、
急
性
期
治
療
後
は
紹
介
元
の
医
療
機

関
あ
る
い
は
別
の
機
能
を
有
す
る
病
院
や

診
療
所
へ
の
逆
紹
介
を
行
い
、
医
療
機
関

の
機
能
分
化
と
、
地
域
完
結
型
医
療
の
推

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
し
て
、令
和
二
年
四
月
一
日
、

大
学
対
策
本
部
の
下
に
「
病
院
部
会
」
が

立
ち
上
が
り
、「
情
報
と
意
識
の
共
有
」「
協

力
体
制
の
確
立
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
十
三

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
全
職

員
が
一
丸
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
四
月
六
日
、
県
よ
り
コ
ロ
ナ
重
点
医
療

機
関
と
し
て
一
五
〇
床
確
保
の
要
請
を
受

け
、
既
存
の
感
染
症
セ
ン
タ
ー
九
床
に
加

え
て
、
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
小
児
セ
ン

タ
ー
、
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
呼
吸
器
内

科
病
棟
、
消
化
器
内
科
病
棟
、
消
化
器
外

科
病
棟
を
順
次
陰
圧
化
し
、
ま
た
重
症
患

者
さ
ん
受
け
入
れ
の
た
め
、救
急
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、

本
館
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
コ
ロ
ナ
専
用
病
床
を
設

け
、
わ
ず
か
一
ヶ
月
間
で
目
標
の
一
五
〇

床
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
外

来
・
入
院
診
療
の
一
部
制
限
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
四
月
七
日
よ
り
地
域
医
療
連
携
室

を
通
し
た
緊
急
や
が
ん
症
例
を
除
く
初
診

予
約
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
順
次
停
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
奈
良
県
に
お
き
ま
し
て
は
感

染
小
康
期
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
コ
ロ

ナ
病
床
を
五
七
床
に
縮
減
す
る
と
と
も

に
、
六
月
二
十
二
日
よ
り
地
域
医
療
連
携

室
を
通
し
た
初
診
予
約
の
受
付
を
再
開
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
か
ら
の

患
者
さ
ん
の
ご
紹
介
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
尚
、
当
院
で
は
病
院
玄
関
で
の
発

熱
等
チ
ェ
ッ
ク
や
ト
リ
ア
ー
ジ
外
来
の
設

置
、
院
内
感
染
対
策
の
徹
底
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
昨
今
、
奈
良
県
内
の

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の
再
増
加
が
み
ら
れ
る

中
、
再
び
制
限
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
当
院
地
域
医
療
連
携
室
で
は
紹

介
患
者
さ
ん
の
受
診
予
約
業
務
、
か
か
り

つ
け
医
へ
の
逆
紹
介
の
推
進
や
連
携
登
録

医
制
度
の
充
実
、
医
療
連
携
各
種
委
員
会

の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

  

地
域
医
療
連
携
室
だ
よ
り
に
寄
せ
て

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

院
長
　
吉
　
川
　
公
　
彦
　

massage
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平
素
は
当
科
の
診
療
活
動
に
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
科
の
主
要
な
診
療
領
域
は
、
泌
尿
器

悪
性
腫
瘍
、
排
尿
機
能
障
害
、
腎
不
全
・

腎
移
植
、
小
児
泌
尿
器
科
疾
患
で
あ
り
、

泌
尿
器
に
関
す
る
多
岐
に
わ
た
る
疾
患
に

関
し
ま
し
て
外
科
治
療
の
み
で
な
く
、
最

新
の
薬
学
や
医
療
工
学
の
成
果
を
駆
使

し
、
個
々
の
患
者
さ
ん
に
最
適
の
治
療
法

を
提
示
し
、
患
者
さ
ん
と
共
に
選
択
し
、

常
に
日
常
生
活
の
質(

Ｑ
Ｏ
Ｌ)

を
重
視

し
た
診
療
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

当
科
で
は
、
泌
尿
器
悪
性
腫
瘍
に
お

け
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術(

前
立
腺
が

ん
、
膀
胱
が
ん
、
腎
が
ん)

、
前
立
腺
が

ん
に
対
す
る
放
射
線
治
療(

強
度
変
調
放

射
線
治
療
、低
線
量
率
密
封
小
線
源
療
法
、

高
線
量
率
密
封
小
線
源
治
療)

、
各
種
泌

尿
器
科
悪
性
腫
瘍
手
術
に
お
け
る
腹
腔
鏡

や
内
視
鏡
手
術
の
導
入
な
ど
、
根
治
性
の

高
い
低
侵
襲
治
療
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
各
種
進
行
癌
に
つ
い
て
は
、
外
科
治

療
に
併
せ
て
化
学
療
法
、
分
子
標
的
薬
、

ホ
ル
モ
ン
薬
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
薬
や
放
射
線
療
法
に
よ
る
集
学
的
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

排
尿
障
害
に
つ
い
て
は
、
過
活
動
膀
胱

に
対
す
る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
膀
胱
壁
内
注

入
療
法
や
仙
骨
神
経
刺
激
療
法
、
腹
圧
性

尿
失
禁
に
対
す
る
尿
失
禁
手
術
、
骨
盤
臓

器
脱
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
仙
骨
膣
固
定
術
、

前
立
腺
肥
大
症
に
対
す
る
経
尿
道
的
前
立

腺
切
除
術
と
い
っ
た
各
種
手
術
と
薬
物
治

療
を
駆
使
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

腎
不
全
・
移
植
領
域
で
は
、
県
内
の
関

連
施
設
と
共
に
透
析
医
療
の
管
理
と
生
体

腎
移
植
を
推
進
し
、
腎
移
植
症
例
は
年
間

20
件
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

昨
今
少
子
化
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
わ
が
国
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

に
降
り
か
か
る
健
康
上
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め
、
小
児
泌
尿
器
科
を
専
門
性
の
高

い
領
域
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
し
、
低
侵

襲
な
腹
腔
鏡
手
術
や
高
度
な
尿
路
形
成
術

な
ど
、
小
児
泌
尿
器
科
領
域
の
診
療
の
充

実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

泌
尿
器
科
疾
患
に
お
け
る
診
療
内
容
は

多
岐
に
わ
た
り
、
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る

領
域
で
あ
り
ま
す
。
当
科
が
そ
の
中
心
的

役
割
を
果
た
す
責
務
を
負
っ
て
お
り
、
地

域
の
医
療
機
関
の
皆
様
か
ら
ご
相
談
、
ご

紹
介
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
、
超
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
、
泌
尿
器
科
医
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
中
枢
病
院
と
し
て

機
能
を
果
た
す
た
め
に
、
地
域
の
医
療
機

関
の
皆
様
と
の
連
携
と
協
力
体
制
が
不
可

欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

当
科
の
診
療
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

診
介療 紹

泌 尿 器 科
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平
素
は
当
科
の
診
療
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

麻
酔
科
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
手
術
麻
酔
で
は
、
二
十
四
時
間
体
制
で

予
定
・
緊
急
手
術
の
対
応
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
予
定
手
術
で
は
、
外
来
で
手
術
が

決
定
し
た
段
階
か
ら
、
周
術
期
管
理
セ
ン

タ
ー
を
受
診
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
麻

酔
科
医
、
看
護
師
、
薬
剤
師
の
常
駐
に
加

え
、
歯
科
医
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔

機
能
管
理
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
術
前
・

術
後
で
の
地
域
の
歯
科
診
療
所
と
の
連
携

も
推
進
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
術
前
か

ら
運
動
・
栄
養
・
禁
煙
・
不
安
軽
減
な
ど

を
目
的
と
し
た
プ
レ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
、
栄
養
管
理
室
な
ど
と
連
携
し
、
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
科
と
連
携
し
、

無
痛
分
娩
な
ど
の
取
り
組
み
も
開
始
し
て

い
ま
す
。
手
術
患
者
の
周
術
期
管
理
で
お

困
り
の
場
合
、
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
集
中
治
療
部
で
は
、
外
科
手
術
後
や
院

内
発
症
の
重
症
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
関
連
施
設
か
ら
の
緊
急
で
の
受
け
入

れ
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
し
て
は
、
五
床
の
重

症
患
者
受
け
入
れ
態
勢
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
患
者
や
医
療
者
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を

目
的
に
、
五
感
と
想
感
（
知
恵
・
思
い
や

り
）
を
刺
激
す
るEffective M

edical 
Creation

（
Ｅ
Ｍ
Ｃ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
疑
似
窓
や
壁
面
装
飾
な
ど
の
快

適
環
境
整
備
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
様
々
な
痛

み
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
帯
状
疱
疹

痛
、
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
、
脊
椎
疾
患
、

関
節
痛
な
ど
の
運
動
器
疾
患
、
三
叉
神
経

痛
、
末
梢
神
経
障
害
、
複
合
性
局
所
疼
痛

症
候
群
、
顔
面
神
経
麻
痺
な
ど
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
装
置
や

超
音
波
装
置
を
駆
使
し
た
神
経
ブ
ロ
ッ
ク

治
療
が
特
徴
で
、薬
物
治
療
、理
学
療
法
、

認
知
行
動
療
法
な
ど
と
と
も
に
集
学
的
治

療
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
脊
髄
刺
激
療

法
な
ど
の
低
侵
襲
治
療
も
盛
ん
に
行
っ
て

い
ま
す
。
痛
み
の
治
療
で
お
困
り
の
症
例

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
奈
良
県
の
中
核
病
院
と
し

て
、
地
域
の
先
生
方
と
連
携
し
な
が
ら
、

医
療
体
制
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
当
科
の
診
療
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

診
介

療 紹

麻　酔　科
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平
素
は
玉
井
進
記
念　
四
肢
外
傷
セ
ン

タ
ー
の
診
療
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

玉
井
進
記
念　

四
肢
外
傷
セ
ン
タ
ー

は
、
整
形
外
科
名
誉
教
授
の
玉
井
進
先
生

が
世
界
で
初
め
て
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
に
よ
る
切
断
指
再
接
着
術
に
成
功
さ

れ
た
業
績
か
ら
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、

二
〇
一
六
年
一
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
は
手
術
顕
微
鏡

下
に
〇
．
五
～
三
㎜
前
後
の
血
管
吻
合
や

組
織
の
修
復
を
行
う
技
術
で
、
玉
井
進
先

生
が
奈
良
の
地
で
世
界
に
先
駆
け
て
研
究

を
開
始
し
、
普
及
お
よ
び
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
習
得

に
は
長
年
の
修
練
と
臨
床
経
験
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
整
形
外
科
の
な
か
で
は
特
殊

技
能
で
あ
り
、
実
践
で
き
る
整
形
外
科
医

が
常
駐
し
て
い
る
施
設
は
全
国
的
に
も
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
玉

井
進
先
生
が
発
展
さ
せ
た
マ
イ
ク
ロ
サ
ー

ジ
ャ
リ
ー
の
技
術
と
伝
統
を
整
形
外
科
学

の
教
室
員
が
継
承
し
て
、
四
肢
外
傷
の
診

療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
奈
良
県
内
外
か
ら
、

治
療
に
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
が
必
要

な
急
性
期
の
外
傷
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

慢
性
期
の
疾
患
も
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
用

い
る
こ
と
で
、
切
断
さ
れ
た
四
肢
の
再
接

着
術
が
可
能
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
損
傷

し
た
末
梢
神
経
の
修
復
術
、
麻
痺
し
た
筋

肉
の
回
復
術
、
外
傷
な
ど
で
失
わ
れ
た
四

肢
の
部
分
欠
損
の
再
建
術
も
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
骨
折
後
の
骨
髄
炎
や

難
治
性
偽
関
節
の
治
療
に
も
マ
イ
ク
ロ

サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
応
用
す
る
こ
と
で
良
好

な
治
療
成
績
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
救
急

の
受
け
入
れ
は
随
時
対
応
し
て
お
り
、
月

曜
日
に
は
四
肢
外
傷
セ
ン
タ
ー
外
来
を
設

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
治
療
で
悩
ま
れ
て

い
る
四
肢
外
傷
症
例
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
奈
良
県
に
お
け
る
中
核
病
院
、
そ
し
て

大
学
病
院
と
し
て
、
特
に
市
中
病
院
で
は

治
療
が
難
し
い
四
肢
外
傷
症
例
に
対
し
て

質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
、
患
者
様
の
機

能
回
復
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
当
セ
ン
タ
ー
の
診
療
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

診
介療 紹

四肢外傷センター玉井進記念



実 績 紹 介

●初診紹介患者予約システム利用状況　計=13,791件

紹介元医療機関  上位30医療機関

初診紹介患者予約実績初診紹介患者予約実績

紹介元医療機関　医療圏別

457

754件

2,241件

673件
7,217件

869件

7,313件

2,279件

898件

742件

752件

1,755件 1,807 件

中和
53.0%

東和
16.5%
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平成記念病院

南奈良総合医療センター
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済生会御所病院

平尾病院
土庫病院

国保中央病院
宇陀市立病院

奈良県西和医療センター
香芝生喜病院

奈良県総合医療センター
天理よろづ相談所病院

錦織病院
香芝旭ヶ丘病院

かつらぎクリニック
市立奈良病院

原眼科クリニック
寺田病院
高井病院
桜井病院

奈良県総合リハビリテーションセンター
明日香ウイメンズ・クリニック

奥野クリニック
飯岡形成外科ひふ科

吉本整形外科・外科病院
名張市立病院

野島眼科

（件） 

病院
6,431件
46.6%

診療所
7,217件
52.3%

その他 143件
1.0%

H30年度 13,509件

R元年度 13,791件

県外

紹介元医療機関  病診別

計＝13,791件
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実 績 紹 介

退院調整　内訳

退院調整実績退院調整実績

転院調整
1,585件

計＝2,171件

計＝1,585件

在宅調整
565件

中断 計＝2,171件21件

1440

342
144 118 76 27 3 21

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600

883

293
199

68 72 30 4 9 27
0

100
200
300
400
500
600
700
800
900
1,000

●在宅調整：在宅調整（緩和ケアを含む）
　　　　　　透析施設紹介
　　　　　　乳がんパス
　　　　　　通所リハ

●転院調整：転院調整（日程調整）
　　　　　　奈良県脳卒中地域連携パス
　　　　　　施設入所
　　　　　　　　　

退院調整：内容別

転院調整：医療機能別

（件）

（件）
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当
院
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
重
点
医
療
機
関
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
特
定
機
能
病
院
と
し
て
安
全
・
安
心

な
医
療
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
医
療
提
供
体

制
を
維
持
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。

　
地
域
医
療
機
関
の
皆
様
に
は
、
当
院

の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

令
和
二
年
四
月
二
十
日（
月
）
よ
り 

当
院
の
来
院
（
通
院
）
患
者
さ
ん
を
対
象

に
玄
関
出
入
口
に
て
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

で
の
検
温
や
発
熱
等
の
問
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
三
七.

五
度
以
上
の
発
熱
が
確
認

さ
れ
た
場
合
や
症
状
に
よ
っ
て
は
、
院
内

感
染
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
ト
リ
ア
ー

ジ
外
来
で
診
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

発
熱
や
風
邪
症
状
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

ス
タ
ッ
フ
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、玄
関
出
入
口
を「
北
玄
関
」と「
南

玄
関
」
に
限
定
し
、
開
門
時
間
を
制
限
し

て
い
ま
す
。
待
合
環
境
の
「
密
」
を
避
け

る
た
め
に
も
、
ご
紹
介
の
際
は
患
者
さ
ん

に
予
約
時
間
の
十
五
分
前
を
目
安
に
お
越

し
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

発
熱
等

ト
リ
ア
ー
ジ
外
来
が

　
　
　  

で
き
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
感
染
症
対
策
の

ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
す

【開門時間】
７時45分～17時00分

▲ サーモグラフィーでの検温の様子

早すぎる来院や、
遅れての来院は
ご遠慮ください
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I N F O R M A T I O N

　　
　患者さんの紹介・逆紹介などで当院と連携を図り協力体制をとっていただける地域の 
医師・歯科医師の先生方を「連携登録医」としています。

　連携登録医制度は、地域の医療機関と奈良県立医科大学附属病院が相互に協力して、 
患者さんのニーズに応えた一貫性のある医療を提供するため、相互がより緊密な医療連携
を図る体制を整備することを目的とします。

　連携登録医の先生方は患者さんからの直接予約・地域医療連携
室からの定期的なメールマガジンのお届け・連携登録医のつどい
への参加・紹介患者さんのカルテ閲覧・病室訪問・大学附属図書
館の利用　などが可能です。

　　
　コロナ禍において、情報の共有は最重要です。
　当院公式ホームページでの情報発信のほか、登録医の先生方には随時、診療に関する最
新情報をメールマガジンや FAX でお知らせしてきました。
　今後も、登録医の先生方に向けて常に最新の情報提供に努めてまいります。

　　
お申込は、

　　　　　  http://www.naramed-u.ac.jp/~chiiki/tourokui.html

にアクセスいただき、連携登録医申請書を FAX または郵送でお届けください。

連携登録医とは

最新の情報提供に努めています

登録方法

当院は連携登録医制度を推進しています
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オンライン予約枠の拡充を行いました

　当院では、初診紹介患者さんの目的に合った専門医による診察や受付手続き・待ち時間
の短縮・診療支援のため、予約システムの利用を原則としております。

　現在、予約には FAX・オンライン・患者さんからの電話（※登録医限定）の 
３つの方法をご用意しております。令和元年度におきましては FAX 予約を多数ご利用いた
だきましたが、コロナ禍において、実際にオンライン予約の新規申し込み依頼数が増える
など、デジタル化の需要が高まっています。
　これまでは「オンラインで予約しようと思っても直近の空きがない」というお声があり
ましたが、この度オンライン予約可能な 25 の診療科で、予約枠を大幅に拡大いたしました。
ユーザー登録がお済みの先生はどうぞご活用ください。

○夕診の時間帯や土曜日でも奈良医大の予約手続きがしたい
　　➡  オンライン環境があれば２４時間３６５日予約手続きが可能です。（メンテナンス

期間を除く）

○当院からの予約票が届くまで待ちきれない
　　➡ 予約完了後、お使いのプリンターからすぐに予約票を印刷できます。

○あらかじめ予約が取れる日時を確認したい
　　➡ お使いのブラウザで予約カレンダーを確認していただけます。

○予約時の書類 FAXの手間を省きたい
　　➡ 入力いただいた内容が診療情報提供書に反映されます。追加資料の添付も可能です。
　　　※受診当日は、患者さんに診療情報提供書の原本を持参していただく必要があります

是非新規ユーザー登録をご検討ください！
登録方法は

　　　　  http://www.naramed-u.ac.jp/~chiiki/yoyakuhouhou.html

をご覧いただくか、地域医療連携室まで直接お問い合わせください。
もしくは、担当者が貴院に出向いてご説明いたします。
お申し込みをお待ちしています。

オンライン予約はこんなに便利なシステムです！

　（※仮予約の場合でも、日時は確保されます。変更はその都度管理しておりますのでご安心ください。）
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返書・報告書は届けられていますか？

標榜診療科名が変更となります！

　当院は、地域の先生方から年間約 24,000 件のご紹介をいただいております。
多数のご紹介をいただくなか、連携の推進は重要であると考え、システムの再構築や院内会
議等において適切な運用の周知など、病院をあげて紹介医療機関・紹介医への報告の徹底に
取り組んでおります。
　紹介いただいた患者さんの診断や治療経過の報告を速やかに行い、当院での診療が終了し
ましたら、原則として紹介元医療機関へ戻っていただいております。
　今後とも地域の医療機関の先生方におかれましては、地域医療連携室を通した患者さんの
ご紹介をよろしくお願いいたします。

　 に標榜診療科名が変更となりました。
　 皆様のご理解を賜りますようお願い申し上げます。

新型コロナウイルス感染防止対策に取り組んでいます
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、病院玄関にて検温や体調チェックを行っております。

①玄関 ②検温 ③受付

出入口を制限しています サーモグラフィーでの検温と
手指消毒をお願いしています 飛沫防止カーテンを設置しています

ご不便をおかけしますが、ご協力をお願い致します。

9月1日から 「消化器・内分泌・代謝内科」
「糖尿病センター」

「消化器・代謝内科」
「糖尿病・内分泌内科」

令和２年

新 旧


